
 

93 第２章 医療施設の概要と施設基準 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

施設の一体性については「公道等を隔てた医療機関における施設の一体性について」（平 17.7.1 医政

総発 0701001）の通知により、原則渡り廊下の設置が求められるが、患者の往来の頻度や病態等を勘案

し、衛生面や保安面などで医療の安全性が確保されていることが認められれば公道等を隔てても施設一

体性があると認められることになった。さらに「 医療機関における施設の一体性について」（平 28.3.7 

医政総発 0307 第 1）において利用する患者の往来の頻度や病態等を勘案し、衛生面や保安面などで医

療の安全性が確保されていることが認められれば、複数階に入居する医療機関に施設内部の専用階段の

設置を求める必要はないとされており、今後、東京都の基準も変わっていくと想定される。(＊) 

また、公道上の渡り廊下の設置についても「道路の上空に設ける通路の取扱いについて」(国道利第 7 号平 30.7.11)

が改正され複数階・複数個所の接続が認められるようになり大きく規制が緩和されたといえる。 

 

医療機関における施設の一体性について 参 考 


